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令和２年度 人口減少を見据えた未来へと幸せが続く滋賀推進協議会」 

開催結果の概要 

 

 

日 時：令和３年２月 12 日 14 時 00 分～16 時 00 分 

場 所：アヤハレークサイドホテル 比叡の間 

 

１ 開会 

（１）総合企画部長挨拶 

皆さんこんにちは。滋賀県総合企画部長を務めております廣脇と申しま

す。どうぞよろしくお願いいたします。委員の皆様にはこの協議会の運営、

あるいは県政一般に対しまして様々なご協力を賜りまして誠にありがとうご

ざいます。この場でお礼を申し上げたいと思います。 

昨年以降のコロナの騒ぎで、本当はもう少し早く開催をさせていただきた

かったんですが、今回になりましたこと、大変申し訳ございませんでした。 

各それぞれの委員様におかれましても、それぞれのお立場でコロナの対応

に大変ご苦労をなさっているだろうという具合に承知しております。その中

でよくおいでいただきまして、大変ありがとうございます。 

昨年度の協議会におきましては、特にこの人口ビジョン、いわゆる総合戦

略の改定につきまして、いろいろとご議論賜りまして、昨年の４月から新し

い総合戦略をスタートするということになりました。 

今日につきましては、昨年度で終了した前回の総合戦略のまとめのこと

と、それから今回新たに作成をさせていただいた現行の総合戦略について、

両方お話をさせていただくということで、ご意見を賜りたいと思っておりま

す。 

新しい総合戦略につきましては、ちょうど表紙にもありますけれども、３

つの基本政策、上から言うとひと、次がしごと、それからまち、とこの三本

柱で構成をするということを、昨年お話をさせていただき、その方向で策定

したわけでありますけれども、今日はそれぞれのことについてお話をお願い

するということになっております。 

コロナのことでございますけれど、ご承知の通り緊急事態宣言が延長され

ているのか、滋賀県の近くに緊急事態宣言を課せられている府県があるんで

すけれども、滋賀県は発せられることがなかった訳なんですが、相当たくさ

ん、特に年末から年始にかけまして陽性患者さんの報告をされておりまし

て、大変皆様それについて心配あるいはご苦労されたことと思います。 
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基本的な感染対策の徹底を含めて、特に今、家庭内と職場内の感染、それ

と施設内での感染が大変大きな感染源になっている中で、それぞれ注意して

いただいて、なんとかかんとか、少しずつ収まってきたかなという感じはし

ております。警戒ステージということで滋賀県も呼び掛けておりますが、少

しは感染が収まってきたと思っております。 

こういう中で、特にこの人口に関しましても、いろんな統計など見ており

ますと、やはりいろんな影響が出てきているように思われます。 

例えば、東京都あるいは東京圏についての流入人口、ずっと流入超過だっ

たんですが、それが初めて、2013 年以来ですか、去年の７月に流出超過にな

ったことも含めて何回か、月毎に見ていると流出が出てきている、でありま

すとか、滋賀県の場合ですと、去年いろいろとご議論いただきましたけど、

外国人人口の増加が滋賀県の人口増加を支えてきたわけですから、10 月 11

月 12 月でしたかね、東京を見ていると、外国人人口がマイナスになったとい

うことで、やっぱり仕事が人口に影響しているということだろうと思いま

す。 

コロナについて、今後も、こういう状況がどう続くのか、あるいは今後が

どうなるかっていうのは、まちにもひとにもしごとにも多分それぞれ大きな

影響があるんだろうという具合に思っています。 

そういうことを含めて今日はお話しいただけるかと思いますので、皆さん

の方からもぜひ、そういうことも踏まえて、ご自由なご意見をいただきまし

て、今後の人口ビジョン、滋賀県が人口減少の中でも引き続きしっかりとた

くましく行けるようなものを目指して参りたいと思いますので、忌憚のない

ご意見を頂戴できればというふうに思います。本日はどうぞよろしくお願い

いたします。 

 

（確認事項等） 

 

○事務局：それでは、これからの議事につきましては、会長のほうに進行をお

願いしたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

 

２ 議 事 

（１）人口減少を見据えた豊かな滋賀づくり総合戦略の総括について 

 

○会長：それではみなさん、こんにちは。改めまして、本日はどうぞよろしく

お願いいたします。これからの議事は、私の方で進行させていただきます。 
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本日の議事は、１つは人口減少を見据えた豊かな滋賀づくり総合戦略の総

括について、県から報告いただくとともに、２番目に、人口減少を見据えた

未来へと幸せが続く滋賀総合戦略につきまして、これも県からの説明を聞

き、ゲストスピーカーの方からの話題提供、それを踏まえた意見交換と、こ

の２つということになっております。 

ではまず議事の１番、人口減少を見据えが豊かな滋賀づくり総合戦略の総

括について、県の方からご説明をよろしくお願いいたします。 

 

〈人口減少を見据えた豊かな滋賀づくり総合戦略の総括について説明〉 

 

○企画調整課：お手元の資料 1－1でご説明させていただきたいと思います。 

第１期の総合戦略は、平成 27 年までから令和元年の計画期間において、人

口目標と今後目指すべき滋賀の将来像を示すとともに、この将来像を実現す

るために 19 のプロジェクトを展開いたしました。その５年間を総括して、人

口目標の達成状況ですとか、主なプロジェクトの進捗状況をご説明させてい

ただきたいと思います。 

それでは１枚目のスライドをご覧ください。こちらの左端の縦のラインで

すけれども、第１期総合戦略では主に総人口、出生数、合計特殊出生率、20-

24 歳の社会移動、この４つの目標を設定しておりました。その実績は右側に

書いてある通りとなっております。 

一番下の欄の県全体の社会増減としましては、右側ですけれども転出超過

が続いているということで、外国人を含めますと、2019 年は 1,079 の転入超

過となっている状況でございます。 

次に２枚目のスライドをご覧ください。こちらは各指標の推移を示したも

のでございます。出生数につきましては、2019 年に 10,627 人ということ

で、県の目標でありました 13,000 人からは乖離して、減少傾向が続いている

ということでございます。死亡数につきましては、高齢化に伴いまして、増

加傾向であります。2016 年以降は出生数を上回っているという状況でありま

す。移動数につきましては、県外からの転入微増ということでございますけ

れども、近年は転出超過の傾向となっているということでございます。 

３枚目のスライドをご覧ください。こちらは自然増減と社会増減の差をグ

ラフ化したものになっております。2014 年から、総人口が減少へと転換して

おります。この前後を見ますと、自然減への転換と社会減への転換がほぼ同

時に起こったというふうに見ております。 
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1990 年代はおおむね１万人程度の人口増だったのが、2000 年代に入りまし

ておおむね 5,000 人の人口増となりまして、2014 年以降は人口減になってき

ているというものでございます。 

外国人の社会移動につきましては、2019 年で 1,490 人プラスと、先ほど部

長からも話がございましたけれども、日本人の社会減が続く一方で、県外か

ら転入する外国人が、人口減少をやや緩和させているという状況でございま

す。 

４枚目のスライドをご覧ください。こちらは将来像を実現するための 19 あ

りますプロジェクトのＫＰＩ、重要業績評価指標の進捗状況を集計したもの

でございます。 

一番下から２段目ですけれども、全部で 44 のＫＰＩがございまして、その

うち達成率 100％に達成した項目は 25 ということで全体の 57％となっており

ます。 

５枚目のスライドをご覧ください。人口目標の達成状況ということで５年

間の総括ですけれども、一番上の総人口につきまして、自然減と社会減への

転換がほぼ同時に起こるなど、2020 年の目処でありました 142 万人を下回っ

ております。また、2045 年の推計人口では、人口増減の状況は市町によって

大きく異なっており、二極化が見込まれております。第２期の新たな総合戦

略では、人口減少の緩和に加えまして、人口減少の時代に柔軟に適応した活

力ある地域づくりを展開するとしております。 

出生数につきましては、減少に歯止めがかからない状況でありまして、結

婚や出産、子育てに係る若い世代への支援の充実は大きな課題の一つである

と認識しております。第２期総合戦略では、結婚・出産・子育てに関する制

度を拡充することとしました。 

20～24 歳の社会増減ですけれども、転出超過の状態が依然として続いてい

ることから、東京圏のみならず関西圏からも若い世代の転入増加を図るさら

なる取組などが必要と考えております。第２期総合戦略では、関係人口の拡

大等に向けて取り組むこととしております。 

新たな傾向といたしましては、外国人人口の増加が挙げられると考えてお

ります。 

６枚目以降は、主なプロジェクトの進捗状況ということで、簡単に１つず

つ説明させていただきます。 

１つ目の移住促進プロジェクトでは、滋賀の魅力ある暮らしぶりを県外へ

広くＰＲし、移住施策に取り組む市町と連携した取組を展開してまいりまし

た。この結果、５年間で 300 件という目標をクリアしまして、577 件となっ

ております。今年度以降は引き続き市町や関係団体と連携しまして、特に移
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住希望者のニーズの高い仕事ですとか住まいに関する施策との連携を図りな

がら、移住件数の増加と関係人口の創出に取り組んでいく予定です。 

７枚目のスライドですけれども、高齢者の社会参加・健康長寿実現プロジ

ェクトでは、健康長寿の実現や、高齢者が自分の能力を発揮できる地域づく

りを進めました。この結果、食育、歯科保健、たばこ対策、身体活動・運動

の推進および生活習慣病の重症化予防等の取組に努めまして、健康寿命、こ

こで言いますと日常生活動作が自立している期間ですが、これは平成 24 年以

降、男女ともに延伸傾向にあります。引き続き、健康づくりに資する新たな

活動を継続的・安定的な取組へと定着化させることを目指しております。 

８枚目のスライドです。滋賀の農業次世代継承「世界農業遺産」プロジェ

クトでは、世界農業遺産認定に向けましてその取組を推進しました。滋賀な

らではの農林水産業の価値を発信し、気運の醸成を図ることで、平成 31 年２

月には、農林水産省より、「日本農業遺産」の認定と併せて「世界農業遺

産」認定申請の候補地としての承認を得ることができました。今後は、「世

界農業遺産」の認定を目指しながら、地域の魅力の発信力強化や県産物の高

付加価値化など、地域活性化に向けた取り組みを進めていく予定です。 

９枚目 10 枚目につきましては、後程説明させていただく第２期のものにな

っておりますので、説明は省略させていただきます。以上が総括でございま

す。 

 

○会長：ありがとうございます。ただいまの説明について、委員の皆様からご

質問等ございますか。よろしいでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

 

（２）人口減少を見据えた未来へと幸せが続く滋賀総合戦略の総括について 

・基本政策１「みんなで応援する結婚・出産・子育てと人生 100 年時代の健康

しがの実現」 

 

○会長：続きまして、議事２の人口減少を見据えた未来へと幸せが続く滋賀総

合戦略について、に移りたいと思います。総合戦略を構成する３つの基本政

策それぞれについて、県からの説明と、本日のゲストスピーカーからの話題

提供、これを踏まえて、皆さんで意見交換をしたいというふうに思っており

ます。 
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まず第２期総合戦略の全体像、および基本政策の１について、県から説明

いただいた後、ゲストスピーカーの内閣府子ども・子育て本部参事官補佐少

子化対策担当様に、国で進める少子化対策の取り組み等についてお聞かせい

ただきます。 

それでは、県からのご説明の方よろしくお願いいたします。 

 

〈第２期総合戦略の全体像について説明〉 

 

○企画調整課： 説明は、お手元の資料の１枚ものの資料２－１と、新しい総

合戦略の概要版Ａ３見開きのもの、両方見ながらご説明させていただければ

と思います。 

まず資料の２－１をご覧ください。まずは国の総合戦略の動向から説明さ

せていただきます。 

第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」につきましては、令和元年 12

月 20 日に策定されております。１期目の戦略との違いですけれども、○が３

つ書いてございまして、目指すべき将来と２つ目の基本目標、こちらについ

ては第１期から概ね継続されているということになっておりますので、３つ

目の第２期で新たに追加された横断的な目標について、簡単にご説明いたし

ます。 

１つ目が「多様な人材の活躍を推進する」ということで、地域に関わる一

人ひとりが地域の担い手として活躍できる環境づくりですとか、誰もが居場

所と役割を持ち活躍できる地域社会を目指しているものでございます。 

２つ目の「新しい時代の流れを力にする」では、Society5.0 の実現ととも

に、ＳＤＧｓの理念に沿った持続可能なまちづくり、地域活性化が意識され

ているところでございます。 

この国の総合戦略を受けまして、県の方でも新たな第２期の総合戦略を策

定したところでございます。この策定期間は、今年度令和２年度から令和６

年度までの５年間となっております。 

それではこちらの概要版の、見開き中ほどを見ていただきながら、説明さ

せていただければと思います。 

基本政策につきましては右側に書いてあるんですが、その前に左側下のロ

ーマ数字４番「目指す将来像」を見ていただきたいんですけれども、「未来

へと幸せが続く滋賀」ということで、まち・ひと・しごとの観点から、すべ

ての世代が自分らしく健康的で幸せを感じながら、滋賀の地で安心して暮ら

すことができ、また、社会や産業の仕組みが変わる中にあっても、新しい時

代に対応した仕事や働き方を通じて夢や希望をかなえられ、ともに地域づく
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りを担っていく、そんな活力ある地域社会の姿を「ひと」「まち」「しご

と」の面から展望しているということになっております。 

人口目標については見直しまして、２番のところに書いてございますけれ

ども、合計特殊出生率が 2060 年までに 1.8 程度まで向上するように取り組む

ということ。もう１点が、県全体の社会増減が 2025 年にプラス、社会増とな

るよう取り組むと、２つ挙げております。 

こうした取組により、将来的な総人口として、右側にグラフがありますけ

れども、2040 年に約 134 万人、2060 年には約 119 万人を確保できればという

ふうに考えているところです。 

次に右側の上のところにまいりまして、基本政策のところですけれども、

３つの基本政策を挙げております。 

１つ目が「みんなで応援する結婚・出産・子育てと人生 100 年時代の健康

しがの実現」、２つ目が「次代に向かう産業の活性化と多様で魅力ある働く

場の創出」、３つ目が「様々な人々が集い、琵琶湖と共生する魅力的な滋賀

づくりと次世代への継承」ということで、これらの３つの基本政策に基づい

て、右側に矢印が出ていますけれども、経済・社会・環境の調和による持続

可能な滋賀を目指すということになっております。 

これを縦としますと、横向きの軸ということで、その下に重視する視点と

いうことで５つ挙げております。 

１つ目が「若い世代への支援と転入の拡大」、２つ目が「Society5.0 を見

据えた産業の振興」、３つ目が「誰もが活躍できる共生社会の実現」、４つ

目が「『関係人口』等の創出・拡大」、５つ目が「人口減少が進む地域への

対応」ということでございます。 

その縦と横の軸をあわせて示しましたのが、その下の総合戦略の構成とい

うことで、ピンク・黄色・緑で色分けされていますけれども、ひと・しご

と・まちにそれぞれ沿った基本政策をもとに、それぞれが目指す方向性を定

めて、具体的な施策を実施しているような構成になっております。 

資料２－１にお戻りいただきまして、その裏面をご覧いただき、（２）の

推進体制でございます。 

この戦略は、県だけでなく、市町や関係団体の協力を得まして進めること

が重要となっております。その推進におきましては、県庁の部局連携に加え

まして、こちらに書いてございます市町との連携推進会議や、本日ご出席い

ただいている推進協議会などを通じまして、情報共有や意見交換を行うな

ど、しっかりと連携をして、地方創生に取り組んでいくということにしてお

ります。 

以上が新しい第２期総合戦略の概要となっております。 
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〈基本政策１について説明〉 

 

○企画調整課： 続きまして、先ほど申し上げました基本政策１から３まであ

るんですけれども、基本政策１について簡単に申し上げます。今ご覧いただ

いた概要版でなく、冊子になっております本編の方をご覧いただきたいと思

います。こちらの 20 ページをご覧ください。ピンク色のページになってお

ります。左上に基本政策１ということで、「みんなで応援する結婚・出産・

子育てと人生 100 年時代の健康しがの実現」としております。これを実現す

るために、その下に基本的方向性ということで１から３まで、３つ挙げてお

ります。具体的には 21 ページこちらを見ながらご説明させていただきま

す。 

まず（１）子どもを安心して生み育て、子どもの健やかな育ちを支える社

会づくりです。出会いから結婚・出産・子育てまでの切れ目のない支援とし

て、若者・子育て世代の雇用の確保や、仕事と家庭の両立支援、思春期・妊

娠期における健康教育の充実など、子どもを安全・安心に生み育て、子ども

の育ちを支え、命を見守る環境づくりを地域全体で進めるとしております。 

具体的には、その下にあります主な施策のところ、①から③までというこ

とで、子どもを生み育てやすい環境づくり、例えば保育人材の確保や保育の

質の維持や、早い段階からの結婚や子育てのライフデザインを構築するため

の情報提供ですとか、②子ども・若者を社会全体で応援する、結婚を希望す

る人への出会いの場づくりの推進ですとか、③仕事と子育ての両立に向けた

働き方改革の推進などが挙げられております。 

ページをめくっていただきまして、22 ページです。（２）子どもがたくま

しくしなやかに生きる力を身につけるための教育ということで、子どもの育

ちを支える教育環境づくりを進めるとともに、「滋賀ならではの学び」を大

切にしながら、「読み解く力」の育成に重点を置いた「学ぶ力」の向上を図

ることにより、「夢と生きる力」を育みます、としております。具体的な主

な施策としては、下の①に書かれております、例えば先ほど「滋賀らしい学

び」とありましたけれども、中ほどに「湖の子」「やまのこ」「たんぼの

こ」「ホールの子」をはじめとする滋賀ならではの体験活動推進などが挙が

っております。 

23 ページをご覧ください。（３）人生 100 年時代の健康しがの実現のとこ

ろです。「健康しが」を実現することで、健康寿命の延伸や自分の能力が発

揮できる地域づくりを進めようとするものです。 
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こちらにつきましても主な施策を下に書いてございまして、①健康増進に

向けたいきいきとした暮らしの推進ですとか、②文化やスポーツを通じた元

気な地域づくりを取り上げております。 

新たな総合戦略の基本政策１の説明は以上になります。 

 

○会長：ありがとうございました。まずは、総合戦略の全体像と総合戦略１に

ついて、県からご説明いただいきました。続きまして、内閣府子ども・子育

て本部参事官補佐少子化対策担当様に、国で進める少子化対策の取組等につ

いて話題提供をいただきます。おつなぎください。 

 

〈基本政策１ゲストスピーカー説明〉 

 

○ゲストスピーカー：内閣府の子ども・子育て本部でございます。会長はじめ

会場の皆様、今日の協議会でこのような機会をいただきましてありがとうご

ざいます。また滋賀県庁の皆さんも、いつもご理解ご協力いただきましてあ

りがとうございます。 

画面でご説明をさせていただこうと思っておりますけれども、音声とか画

面の方は今無事に聞こえておりますでしょうか。また、スライドの方これか

ら共有させていただきますが、映っておりますでしょうか。 

それでは改めまして、皆さん今日はどうぞよろしくお願いいたします。内

閣府で少子化対策を担当させていただいております田村でございます。協議

会でのご説明ということで、国の政策のご説明をということでございました

けれども、それだけではちょっと眠くなってしまうかなというのもございま

したので、今後の皆様の地域での活動に向けて、メッセージも併せてお伝え

できればと思ってご用意をさせていただきました。お手元に資料配布をして

おりますけれども、随時アニメーション等で追加しながらご説明させていた

だきますので、できれば画面をご覧いただければと思います。 

まず我が国の少子化の現状について最も分かりやすい数字でございまし

て、出生数と合計特殊出生率の推移というものを経年で見たものでございま

す。2019 年、出生数が 86 万人あまりということで 86 万ショックというふう

に呼んだりしておりますけれども、ご覧の通り、年々出生数また合計特殊出

生率は低下傾向にございます。この箱のところの 2019 年の自然増減、要は亡

くなった方と生まれた方の差し引きでいきますと、48 万 5,000 人のマイナス

ということでございます。滋賀県の市町の人口を私も勉強させていただきま

したが、ちょうど一番多い大津市で 34 万人、２番目が草津市で 14 万人とい

うことでございましたので、この二つの市の人口を合計したぐらいの数が、
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日本で毎年減っているというのが現状でございます。他にも様々なデータが

少子化の現状を物語っております。青で囲んでおります、上から出生数、合

計特殊出生率、これは今ご説明した通りでございますが、その背景には、50

歳時の未婚割合が年々増加している、また、平均初婚年齢が年々遅くなって

いるというような現状がありまして、今我が国全体で少子化が進行している

というところでございます。 

それでは、こうした少子化の背景というものには一体何があるのかという

ところでございます。一つには、特に若いカップルなんかそうですけれど

も、経済的な不安定さ。雇用や仕事、そういった部分の不安定さがあると言

われております。また、なかなか男女が出会うための出会いの機会、場がな

くなってきているということも挙げられています。また、結婚した後子育て

していくわけですけれども、仕事と子育ての両立が難しいという現状も指摘

をされていますし、またそういう中で、家事育児の負担が、依然としてやは

り女性だけに偏っているという現状も否定できないかと思います。また、子

育て中の孤立感・負担感というものを感じながら、子育てということに対し

てなかなか明るい展望を見いだせないという方がいらっしゃる、こういうご

指摘もいただいておりますし、やはり子育てや教育にかかる費用負担の重さ

ということも大きいかと思います。さらに、最近注目をされておりますけれ

ども、年齢・健康上の理由、例えば不妊治療とかが言われておりますけれど

も、そういったことも一つの要因として挙げられているところでございま

す。 

こういったことを見ていきますと、少子化対策と言いますと保育の受け皿

づくりですとか、特定の施策にどうしても注目が集まってしまいますけれど

も、やはり大事なのはライフステージに応じた総合的な対策に取り組んでい

く必要がある、つまりいろんなことを様々やっていく中で少子化対策という

ことを進めていく必要があるというところがポイントでございます。 

こうした現状認識を踏まえまして、政府でも少子化社会対策大綱という、

これは５年間の基本計画でございますけれども、こういったものを策定して

おります。昨年の５月に新しい大綱を定めまして、政府のすべての少子化対

策、少子化に関連する施策はこの大綱に基づいて進められているというとこ

ろでございます。この緑の箱で見ていただきますと、まさにライフステージ

に沿って様々な柱立てをしておりますけれども、結婚支援、またその次でい

くと妊娠・出産への支援、これはまさに今注目をされております不妊治療で

すとか、そういったものを進めていく。また、仕事と子育ての両立でいう

と、男性の育休取得率、これは目標 30％を掲げまして、育児休業給付の充

実、あるいは保育の受け皿の確保、こういったことを進めていくとしており
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ます。また、地域・社会による子育て支援、そして基盤の整備という観点か

ら経済的支援として児童手当、修学支援、あるいはすでに始まっております

けれども、幼児教育・保育の無償化、こういったことに対しても政府として

しっかりと取り組みを進めていくというところでございます。 

今日の滋賀県のご説明ということで、まさに我々内閣府は滋賀県さんと連

携をして様々な取組を進めておりますけれども、下のほうでご参考と書かせ

ていただきましたが、例えばこの結婚支援でいけば、我々内閣府と滋賀県さ

んは新しい事業をモデル的に実施しようということで、これは全国で公募さ

せていただいて、12 のところだけを選ばせていただいておりますが、まさに

この 12 県の１つに滋賀県さんが入っておられまして、結婚新生活事業という

モデル実施を、来年度、内閣府・滋賀県そして県内の市町さんと連携しなが

ら進めていくということを考えているところでございます。 

それでは、これだけいろいろ国や自治体が取組を進めているので後はもう

お任せしておけばいいのかというところですが、ここからが実は今日のポイ

ントでございます。 

お配りをさせていただいております、我が国の育児休業の取得状況をご紹

介している資料でございます。育児休業制度はなかなか課題が多いというふ

うに言われておりますけれども、実はユニセフのレポートなんかでは、日本

は父親に認められている育児休業期間が一番長いということで、実は制度的

には非常にしっかり充実したものだと国際的にも評価をされているというこ

とでございます。ただ実際の取得率、直近のデータでいきますと育児休業取

得率、女性は 83％となっており、ここ数年この数字は上がってきてはいるも

のの、男性は依然として、８％にも満たないという状況が続いているところ

でございます。 

右の方に掲げております、休暇取得促進のために必要なことというのを

我々アンケートでとっておりますけれども、一番上に来るのが、「休暇が取

りやすい職場であればしっかり取れるんだけど…」、ということでありまし

て、国際的に認められている非常に充実した制度があるにもかかわらず、や

はり職場やその周りの雰囲気、そういったことは大きく影響していて、男性

の育児休業取得率が非常に低い状態が続いているというところでございま

す。 

このデータ一つ見ていただいても、まさに制度面の整備だけ進めていて

も、なかなか実際には絵に描いた餅になってしまいかねないということがお

分かりいただけるかと思います。 

他にも、子育ての部分でもたくさん例はございます。こういった声をお聞

きになった方いらっしゃいますでしょうか。子どもと一緒に外出をしたいん
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だけれども、電車とかバスの中でベビーカーがちょっと邪魔になっちゃうん

じゃないかとか、あるいは保育園や幼稚園で周囲の方々とのトラブルといい

ますか、子どもの声がうるさいというふうにクレームがついたというような

ことを、数年前にもよく報道等されておりました。こういったことを見てい

くと、やはり本当に日本っていうのは子供を産み育てやすい国かどうか、と

いうところに少し疑問符がつくわけでございます。 

我々内閣府の方で実施をしております意識調査、これは５年に 1回やって

おりますけれども、自分の国が子どもを産み育てやすい国かどうかというこ

とについて、「そう思う」、「あるいはとてもそう思う」という方と、「ど

ちらかといえばそう思う」、と肯定的にとらえた方々、この赤で囲ったとこ

ろですけれども、合計いたしますと 46％あまりということで、４カ国で比較

をした中では最低となっております。その理由について聞いたのがこの右の

グラフでございまして、一番日本がまだまだだというところは、この青の点

線で囲ったところ、例えば経済的負担の問題であるとか、育休中の所得補償

が充実しているというような、ここがまだまだだという声が一番多いんです

けれども、これはまさに制度的なところで、政府の方でもしっかり取り組ん

でいかなければならない分野、ということでございます。ただ、これに加え

て、その次に来るのがこの赤で囲ったところでありまして、「子供を産み育

てることに対して社会全体が優しくその理解があるから」、というところ

が、非常に各国と比べるとまだまだ課題があるというところ、このグラフを

見てもその点がお分かりいただけるかと思います。 

要は何が言いたいかと申し上げますと、ここの画面で見ていただければお

分かりの通り、政府や自治体は当然、我々もしっかり取組をしていかなけれ

ばいけないわけでありますけれども、それぞれの地域における、今回協議会

を開催していただいておりますけれども、こうした民の皆様の取組、まさに

これは車の両輪だというところであります。政府や自治体は制度面の整備で

あったり予算の配分、そういった様々なことを通じて取組をしていきます

し、他方、企業・団体・ＮＰＯの皆様については、そういったものを実際に

ワークさせていくために、例えば機運の醸成であるとか、それぞれの職場団

体の中での環境づくり、こういったことに取り組んでいただく。こういった

二つのことがあって初めて、それぞれの人の結婚や妊娠出産子育ての希望が

かなう社会が実現していくわけでありまして、こういうふうなことを官の取

組・民の取組それぞれがしっかり進めることが、本当の意味での少子化対策

に繋がっていくのではないかというふうに思っているところでございます。 

今日協議会の開催にあたりまして、構成員の名簿を事前に頂戴いたしまし

て、ここに掲げさせていただいたような様々な分野、官民、そして民の中で
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もいろんな分野の団体で構成されている、非常にこの協議会は意義深いもの

だと思っております。こうしたそれぞれの団体での皆様が、それぞれの職場

での取組を、機運の醸成を進めていただくということで、ここに書かれてお

ります、家庭や子育てに夢を持って、かつ安心して子供を産み育てることが

できる社会が実現できるのではないかと思っているところでございます。ま

さに官民の垣根を越えた、今日の協議会の皆様のような多様な当事者の皆様

との連携と協働、そういったことで素晴らしい滋賀県、未来を築いていって

いただければと思っているところでございます。ちょっと総論的な話になり

ましたけれども、簡単でございますが私の方からの説明とさせていただきま

す。 

 

○会長：ありがとうございました。それでは、県の説明と今のお話を踏まえ

て、今から 10 分 15 分程度、委員の皆様からご質問あるいはご意見をお伺い

したいと思っております。委員の皆様の方からご質問はございますでしょう

か。ありましたら挙手をお願いします。 

 

○委員：２点ほど教えていただきたいことがございます。まず１点は、次年

度、今年のテーマにあります子育てという部分ですが、出産・子育て、産婦

人科の先生に聞きますと、だんだん産む場所がなくなってきたというのが実

情で、大津市民病院はだめだとか、いろいろお聞きしております。そのへん

のところをしっかり手当しないと、滋賀は産みやすい場所だということが大

変重要なテーマだと思います。今回のいろんな資料の中には、言葉ではある

んですが、実質産むということに対しての施策的なものが少し弱いような気

がします。やっぱり滋賀県には若い家族の移住も多いので、生みやすいとい

うことがまず一つ大切なテーマではないかという風に思います。 

もう１点が、滋賀県ではＳＤＧｓというものを大変重要視しているとこ

ろ、このコロナ禍が起こりまして、やはり子供の貧困というのが大変重要な

テーマになったと思います。ここに書いていただいているのはすごく綺麗な

部分ではあると思うんですが、実は見えない子供の貧困というのが、大変こ

れからの世の中に対して重要なテーマで、特にＳＤＧｓを考える滋賀県にお

いては、その貧困ということをしっかりと据える必要があるという部分につ

いて、どのようにお考えかお聞かせください。 

 

○会長：ありがとうございます。１つは、子どもを生む場所の確保が大きな課

題になっているということ、もう１つは子どもの貧困に対しての政策・施
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策、何かお考えになっていることがあれば、あるいは国の政策等で何かござ

いましたら、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○ゲストスピーカー：貴重なご指摘ありがとうございます。２点、ご指摘いた

だきました。 

まず 1点目、まさにその産みやすい環境ということで、おそらくご趣旨と

しては、その前に形容詞「安心して」というのがつくんだろうと思います。

お父さんお母さんが、これから子供を産んで育てていくというときに、安心

感を持ってそういったライフイベントに臨むことができる環境づくり、これ

は非常に重要だと思っております。 

もちろん医療福祉行政という中でも、そういったものは非常に大きいわけ

ですけれども、例えば結婚についても、そのあと妊娠・出産というライフイ

ベントに繋がっていくわけですけれども、やはり結婚した後の安心感がない

と、なかなか結構に踏み切れないという方は、これはデータ上も明らかに出

ているところでございます。 

我々政府としても、自治体と連携して、結婚・妊娠・出産に対する安心感

の醸成、それも気運の醸成ということではあるんですけれども、こういった

ものにしっかりと取り組んでいく。そして、それを計画的に考えていくこと

の重要性ということもあるかと思っています。 

実は滋賀県さんは、ライフイベント、ライフデザイン教育ということで、

全国的にも注目される取組をたくさんされておりまして、こういったものが

しっかり進めば、まさに安心して子供を産み育てやすい環境づくりというも

のが広がってくるのかというふうに思っております。内閣府としてもそうい

った部分にしっかりと支援をさせていただきたいと思います。 

また２点目の子供の貧困対策、非常にそこも重要なところでございます。

今日私もここにバッジをつけさせていただいておりますけれども、こういっ

た部分も、先ほど申し上げましたように安心感ということに非常に大きく関

わってくるんだろうと思います。私ども同じ内閣府の中でも、子どもの貧困

対策という部署もございまして、ここでも様々な支援をさせていただいてお

りますけれども、特にここ 1年はコロナ禍の影響で非常に不安が広がってき

ている。また、地域での子供の貧困対策の活動にいろんな支障が出てきてい

るという話も伺っているところでございます。 

同じ内閣府での部署でございますので、そういったところともしっかりと

連携しながら、まさに誰 1人取り残さないような社会、そして先ほども申し

上げたような、安心して子供を産み育てられる、そういう環境づくりを、し

っかりと我々としても進めていきたいというふうに思っています。 
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○会長：ありがとうございました。他の委員さんでご質問はございますでしょ

うか。例えば、特に子育てということになってきますので、滋賀子育てネッ

トワークさん、お聞きになってご質問、ご感想あるいはご意見、何かありま

したらお願いいたします。 

 

○委員：子育てを中心とした部分にスポットライトを当てていただいて、心強

く思っております。 

  ただ、先ほどのお話にも続くんですけれども、若い方の働くということ、

将来を見越した自分の人生設計が立つということがないと、なかなか子ども

を作ろうというところに繋がらないかと思っておりますので、子育て自体の

政策としてはこういう支援があるんだよというのは分かったんですけれど

も、より日本全体として経済が発展して、その恩恵が若い人に届くような施

策を、もちろん国もそうですし、滋賀県の方でも若い人がいきいきと働ける

ということを見せていただくことが、余裕であったりそういうことにもつな

がるのかなと思って。 

やはり働くということが若い方中心になって恩恵が届くことを期待してい

ますし、何よりも、支援をいただかなくても普通に生活し普通に仕事をして

いくと、子どもが生まれ育てられるということがかなう世界になっていただ

きたい。その中で何かしらのつまずきなり、制度の中で支援が必要な方に届

くのはありがたいんですけれども、まずは普通に生活して、例えばデートす

る余裕があるとか、結婚して家を持とうという夢があるとか、そういう世界

になってほしいなと。大きな話ですけれども。その中での支援ということ

で、私たちも頑張りますので、今日は労働関係とかたくさんのお仕事の方が

いらっしゃいますので、その辺をこれからの若い方にもぜひお力を注いでい

ただければと思います。以上です。 

 

○会長：ありがとうございます。そうですよね。今、人生設計とか生活設計と

かが見えづらくなってきていると。それが結局は子どもを持つか持たない

か、そうした人生設計・生活設計の見通しがあれば、その中で子どもも考え

られるんだけども、可視化といいますか、そうした人生設計が見える社会づ

くり、そういったところを総合的に、まさにこれは働くということ、生きる

ということ、生活するというところを含めて、ご検討いただけたら、方向性

を出していただけたらと思います。 

  それではもう一方、子どもに関わることですので、小学校長会の会長様か

ら、何かございましたらよろしくお願いいたします。 
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○委員：感想みたいな話で申し訳ないですが。やっぱり昔の時代と違って、兄

弟が何人もいるというようなご家庭は、ほぼ現状としてはございません。昔

ですと、周りみんなで子どもたちを育てていただけたという風潮があったん

ですが、最近は、自分たちの子は自分たちだけで育てなければならない、と

いうような思いが大変強うございます。そういうような風潮が若い世代の親

たちの思いを、大変かたいものに、より確実なものに追い込んでいるのかな

というあたり、最近の社会の風潮に大きく左右されていると感じておりま

す。以上でございます。 

 

○会長：ありがとうございます。そうですね。昔は地域で、あるいは社会で子

どもを育てていく、そして地域で、自分の子供じゃないけれども、地域のお

じさんおばさんが子供たちを見守って、そして育てていく雰囲気や環境とい

うものがあって、それがだんだん個人主義的な方向に向かっていた中で、ま

さに親が孤立するという状況が、先ほど滋賀県がおっしゃったように、自分

自身が子育てをしながら生活をしていくというビジョンを非常に見えにくく

してしまっている。そういうことがあるのかもしれません。 

子育ての支援ということについては、そういう個の支援ということだけで

なく、まさに社会とか地域全体で子育てをしていくような考え方の啓発であ

るとか、そういう視点からの支援、そういったこともまた必要になってくる

と思います。ありがとうございました。 

他に委員さんからご質問、あるいはお話を聞かせていただいてのご感想、

ご質問はございますでしょうか。 

 

○委員：少子化もそうですし、子どもを安心して生み育てるという、そのもと

になる産婦人科の問題ですけれども、産婦人科医院自体も減ってきている

し、また病院の中でも産科が問題になっていて、ひとつの圏域の中では、な

かなか周産期がつくれないということで、南の方へいっていただかなきゃい

けないという状況が、例えば北部の方では実際出ているんですよね。 

先ほど、内閣府の方も言われていたし、県もきっとやっておられると思う

けれど、総合的な少子化対策ということで、いろんな関係の部分では連携し

ながら進めておられると思いますけれど、緊急の課題としては、医療の関係

でいうと産婦人科が減ってきて、小児科もあわせて減ってきてしまっている

と。 

前回、草津の住民の方が、草津は子育てしやすいというお話をされたと思

うんですけど、それは南の方、草津を対象としてしゃべっておられたと思う
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んですけど、滋賀県全体を見たときにはどうしても差が出てしまって、北の

方は、だから人口も減少してしまっている、というのが一つです。 

もう一つ、資料にありますように、初婚年齢が 30 歳とか 31 歳で、初めて

子どもを出産される年齢が 30 歳となっていますけど、若い方が安心して結婚

できるかという経済的な部分が、所得が低いから、結婚しようと思ってもな

かなかできない。そうすると年いってしまうし、年いっても結婚して共働き

していかないと生活が成り立っていかないという現状があると思う。やはり

若い方がある程度安心して結婚できるような所得の拡幅というものをやって

いかないと、なかなか結婚して子どもを生みたいなっていう気持ちになって

いかないのではないかなというと思うんですけれども。 

 

○会長：ありがとうございます。安心して地域で身近なところでまず生むこと

ができる環境と、もう一つはやはり安心して子育てできる経済支援なり財政

面での支援の充実がないと、子どもを生むという環境はできてこないんじゃ

ないかと、そのあたりも含めて県の方で施策を考えていただきたいと思いま

す。 

 

○委員：今日お見せいただいた数値等ですけれど、これはみな平均値、グロス

の話だと思います。 

お祭りとかは年齢ごとに役が決まっているので、時系列で今年は何人いる

とか把握しています。そうすると、今年は充足しているとか、来年は０だと

か１だとか、ばらつきや変動が見えます。単純にいうと全体的には人口は減

ってきていますが、多いときと少ないときがありますがやりくりしていま

す。 

何事でも、統計的に処理すると平均値になってしまって、対策も平均にな

るのではないかなと考えます。よって、充足しているときに何故こんなにた

くさん子どもがいるのかと、何故少ないのかと、これが見えないと、対策が

平均的になってしまいます。例えば、産婦人科が少ないとか、そういう施設

が少ないとか、それは平均的な話であって、もしかしたら原因はもう少し違

うところにあるのかなっていうのも、見える必要があると思います。 

統計的な平均的手法ではだめで、いわゆる微分積分とか傾向分析等を使わ

ないと、おそらく原因が追究できないのではないかと考えております。以上

です。 
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○会長：もう少しきめ細かい視点での対策も考えていただきたいと、平均的な

対策も必要だけれど、細かい分析による対策も必要というご提案ですね。あ

りがとうございます。 

 

○委員：お２人の方からの話は私も感じていたことで、ここで今日是非ともこ

の話を言わなくてはいけないなっていうのは、事前に資料をいただいていて

思っておりました。 

最初に言われた方もそうなんですけれども、私はバス協会ですので、バス

の事業のことなんですけれども、その中でもはっきりと、ここでも資料書い

ていますけれども、地域は二極化しています。今地域が出ましたが、草津市

周辺と、北部それから琵琶湖の西側の北の方、まったく数字一つで対策を考

えてしまいますと、どうしても抜け落ちてくる部分が非常に出てきますの

で、いろいろまとめていただいておりますけれども、一概に人口減少といっ

ても、そういった視点を常に持ちながら対策を考えないと、ややもするとそ

こが先ほど言われた平均値になってしまいますので。そこは重々、今後いろ

んなプロジェクトも含めてお考えになられるときに、その視点を持って、い

ろいろ戦略を考えていただきたいと思います。 

 

○会長：地域差で、ということですね。ありがとうございます。 

 

 

・基本政策２「次代に向かう産業の活性化と多様で魅力ある働く場の創出」 

 

○会長：続いて基本政策２について、県から説明いただいた後に、ゲストスピ

ーカーの企画調整課主幹から、高等専門人材の育成についてお聞かせいただ

きたいと思います。それではまず、県からのご説明をお願いします。 

 

〈基本政策２について説明〉 

 

○企画調整課： 新総合戦略の冊子の方をご覧いただきたいと思います。こち

らの 24 ページをご覧ください。黄色のページです。 

基本政策２ということで、こちらはまち・ひと・しごとの「しごと」の部

分になってくるものです。「次代に向かう産業の活性化と多様で魅力ある働

く場の創出」を基本政策としています。その下に基本的方向性ということで

４つ挙げてあります。それぞれにつきまして、25 ページ以降で説明を簡単に

させていただきます。 
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まず（１）ですけれども、成長市場・分野を意識した産業創出・転換とい

うものです。成長市場・分野を意識した産業創出・転換、事業展開等を促進

し、最終的には多様な産業と雇用を企業や大学、金融機関等とともに創出す

るというものでございます。主な施策としまして①②に書いてございます、

①先端技術を活用した新たな市場展開や交流によるイノベーションの創出、

②滋賀の強みを活かした産業の創出を挙げております。 

次に 26 ページをご覧ください。（２）生産性の向上や高付加価値化等によ

る力強い農林水産業の確立でございます。ＩＣＴ等の先端技術の活用の加速

化等によりまして、生産性の向上や、琵琶湖をはじめとする自然に育まれた

農林水産物のブランド力の向上を目指すものでございます。主な施策としま

しては、下のところ①農林水産物のブランド力向上、②マーケットインの視

点による農林水産業の展開を挙げております。 

27 ページをご覧ください。３番目です。（３）人材の確保・育成と経営の

強化ということでございます。ものづくり産業やＩＣＴ技術など、将来の滋

賀の産業や技術を支える人材を、県内外の大学や高校等との連携のもとに育

成するということと、インターンシップの充実強化、さらにはプロフェッシ

ョナル人材の還流を図るなど、滋賀で働く人材を確保することが挙げられて

います。 

主な施策につきましては 27 ページの下、①人材の確保・定着と事業承継

と、次の 28 ページにありますが、②各分野の人材育成とダイバーシティ経営

の推進を挙げております。 

29 ページ、（４）誰もが働き、活躍できる環境の整備ということで、働き

やすい職場環境づくりを目指す中小企業への支援などにより、誰もが滋賀で

働き、ワーク・ライフ・バランスを保ちながら活躍できる環境を整備するこ

とで、若者をはじめ女性や中高年齢者、障害者、外国人など、多様な人材の

活躍を推進するということでございます。主な施策は下に書かれておりま

す、①誰もが活躍できる多様な働き方の推進、②学びなおしや再挑戦しやす

い環境づくりを掲げているところです。 

説明は以上です。 

 

○会長：ありがとうございました。それでは続きまして、話題提供として、滋

賀県企画調整課主幹に、高等専門人材の育成について話題提供をお願いいた

します。 

 

〈基本政策２ゲストスピーカー説明〉 
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○ゲストスピーカー：私の方からは「『高等専門人材』育成機関の設置検討に

ついて」、資料２－３をご覧いただきますようお願いします。 

今の総合戦略の２つめの項目にもありましたとおり、産業系経済系の話の

中で、昨今デジタル化といったところ、項目（１）（２）（３）の中でＩＣ

Ｔという言葉が入っています。そういったデジタル化等で地域の仕組みや社

会の仕組みが大きく変わろうとしているところです。資料１枚目に書いてい

ます「Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０」という言葉がございます。第四次産業革命で

情報通信やデジタル化が進んでおります。その中で「時代を乗り越える

力」、個人がどうやって働くかということはかなり多様化しております。終

身雇用型の社会が変わってきていると思いますし、転職だとかキャリアアッ

プということも、よくお聞きになると思いますし、さらには、起業であった

りとか副業だったりとか働き方自体が変わってきているなかで、どうやって

自分の生活や暮らしを成り立たせるかというのは、個人の力に委ねられてい

る部分も出てきているのはないかなと思っております。 

左下の「世界的課題への対応」でいきますと、気候変動への対策は待った

なしになっていますし、今回の感染症、グローバリズムがもたらしたいろん

な光と影が出てくる中で、いろんな課題を解決していかなきゃいけないとい

うような時代でございます。さらには右下「産業界からの期待」で、職業に

関して重視した教育が求められているんじゃないかなと思いますし、あるい

は地元に密着して活躍をしていただけるような人材を育成して欲しいと、そ

ういった要請もございます。そうした中で、私どもで高等専門人材といった

人材育成をしっかりと考える必要がございまして、検討を進めているところ

でございます。 

２ページにつきまして、もう皆さんご承知の通り、新聞報道等でもありま

したけれども、滋賀の高等専門学校の設置に向けて検討してはどうかという

ことで、今進めているところです。県内ではすでに、平成の初期に４年制大

学を誘致したこともありますし、工業高校も３校ございます。様々な工業系

の技術者育成の場もあります。高等専門人材は工業系ということで考えてお

るんですけれども、そういった人材育成機関にプラスして、例えば、もう一

つの選択肢を広げるという意味で、高等専門学校というものが必要なんじゃ

ないかなということで今検討しているところです。専門性であったり価値を

創造していくような力であったり、実践性、特に高等専門学校におきまして

は様々な実習を、本科５年専攻科２年を通じて、中学卒業後の 15 歳からとい

うことになっておりますので、そういった技術者教育するということで、こ

れまでとちょっと変わった、新しい人材育成の仕組みができるのではないか

なというふうに今検討しているところです。高等専門学校につきましては、
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全国に 57 校、ほぼ各都道府県にあるんですけれども、滋賀をはじめ、五つの

県だけ高等専門学校がない状況でございますので、滋賀としては、もし設置

できるとすれば初めての高等専門学校ということで今できないか検討してい

るところでございます。 

３ページにありますように、地域にとってどういう利益があるかメリット

があるのか、出口の部分とともに、入学者の方々にそういったニーズがある

のかといったことも、これから調査していかなければいけません。こちらの

出口の部分のニーズを含めて、そういったことを調査しながら、どんな可能

性が広がるのか検討している状況でございます。 

最後のページ、産業界との共創ということで、工業系の学校ということで

ありますと、やはり産業界が果たす役割は非常に大きいと思っていまして、

学校ができればそれでＯＫという訳ではありませんので、卒業生が活躍でき

る場を作るという、地域の皆さんとの繋がりを大事にしないといけませんの

で、この今日の協議会の中で、引き続きご意見等を賜るような形で検討を進

めていければと思っている次第でございます。 

説明は以上でございます。 

 

○会長：ありがとうございました。今の県の説明とゲストスピーカーのお話を

踏まえて、ご質問等をお伺いしたいと思います。特にこれは産業界の関係の

方に深く関わりのあることだと思いますけれども、どなたかご質問、あるい

はご意見はありますでしょうか。 

 

○委員：大変、高等専門学校、廣脇部長にお声をいただいて、ここまで持って

きていただいて、これからまだまだ大きな山があると思いますが、経済界に

おいては、おっしゃる通りで大変重要な役割を担うと思いますので、ここか

らさらに連携を図りながら、やはり将来のために大きな力となっていただ

く、先ほどご説明があったように、新たな価値を創造する、今まではちょっ

とどちらかというと技術的なお話が中心であったけれども、やっぱりこれか

らの人材というのは複合的に見ていかないと、物を作ったらいいとか何かを

したらいいとかということではなくて、そこから今までなかったような新た

な価値を生み出すというのが大変重要なテーマというふうに思いますので、

ともにその辺を入口から出口までしっかりと、箱を作るというよりは中身を

一緒につくっていけたらというふうに思いますので、是非ともよろしくお願

いいたします。 

それとちょっとあと２つほど、今国ではグリーンリカバリーとかいろんな

ことを言っています。ヨーロッパではグリーンディールというようなことが
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言われております。やはり「グリーン」と「デジタル」というのは大変重要

なテーマになってくると思います。 

今回の総合戦略で、言葉では「デジタル」も「グリーン」も入っているん

ですが、そこをもう少し、この（状況の）中で顕在化したということもござ

いますので、今一度深めないと、この状態でいくと上滑りするなというふう

に思いますので、今一歩「グリーン」と「デジタル」ということについてし

っかりとお考えいただきたい。 

また農業においては、「グリーンディール」とか「Ｆａｒｍ ｔｏ Ｆｏ

ｒｋ」という形で、農場から食卓までというようなこと言われております。

また、かなりの大きなお金を突っ込んで経済を変えようとしております。 

県の予算が大変厳しい折でございますが、今の総合戦略も含めて、滋賀県

を変えるためにはかなりの予算が必要ですので、その辺の部分は、県行政の

皆様にはそれを変えていただいて進めていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

○会長：はい、ありがとうございます。今の委員のご発言に対して何かござい

ますか。 

 

○総合企画部長：ありがとうございます。高等専門学校の件は頑張らせていた

だきたいと思うんですが、なんせ人材が育つということが産業のポテンシャ

ルに繋がると思いますので、ぜひ産業界のご協力をよろしくお願いしたいと

思います。 

グリーンニューディールですけれども、昨年のコロナ禍の中でこれに対す

るニーズが高まっておりまして、そういう意味では計画が先にできてしまっ

ているのであまり書ききれていないというところもあるんですけれども、今

計画している来年度予算に向けては、いろんなことを考えようとしておりま

す。 

「グリーンニューディール」「グリーンリカバリー」ですけれども、昨年

からやっております新たな技術導入に関する補助金でありますとか、あるい

は来年度特に力を入れたいと知事も言っておりますＣＯ２削減につきまして

も、グリーンへの投資、お金をそういうグリーンなものに回していく仕組み

など、金融機関等と一緒に研究していきたいということを考えております。 

「デジタル」につきましては、今日たまたま滋賀県でのデジタル推進本部

を立ち上げました。まずは県行政そのもののデジタルもそうですけど、来年

度予算の中で、もう一つ、いろんな市町とか中小企業さんからも、どう対応

していくんだという声がございます。 
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例えば今、ラインを利用して、コロナの情報をお届けするような仕組みを

作っているんですけど、そういうような既存のいろんなデジタル企業さんと

の連携も、昨年このおかげで深まりましたので、そういうところの中小企業

さんや或いは導入したいと考えているような市町をつなぐような窓口なんか

も作っていきたいというふうに思っておりまして、県のデジタル化と、県全

体のデジタル化に貢献できる窓口の、２つ並行してやりたいと思っていま

す。以上です。 

 

○会長：はい、ありがとうございます。他に何かございますでしょうか。 

 

○委員：前半のお話を聞かせていただいた中でいろいろ考えていたんですが、

人口減少というのは日本全体の話で、滋賀県でいくら頑張っても無理でしょ

うという考え方もある気がするんです。 

ただ、どうしたら減少を食い止められるのか。 

一つ、うちの学校でああそうかと思ったのが、うちの学校には何人か、実

習でとかサポートで来てくれる大学生がいるのですね。どこの出身かと聞く

と、大阪とか兵庫とか、遠いと山口という学生もいました。なんでうちの学

校に来てくれるのかと聞くと、将来滋賀県で教員になりたいのだと。その気

持ちは、なんでなんと聞いていくと、やはり大学生としてここで３年か４年

学ぶ中で、滋賀県はええとこやなあと魅力を感じてくれて、滋賀県で教員に

なりたいと。それで実習に来たというような話をしてくれる学生がいます。 

今、大学がいろんな場所にもできていて、数がそろってきた。以前は滋賀

県といえば滋賀大か、１つか２つしかなかったが、たくさんできてきた。そ

れによって学生さんが来てくれているわけなので、言い方悪いですけれど、

地元に帰さない。滋賀県で働くところあるぞと。仕事もあるぞと。生活もえ

えぞと。そういうことを、地域を含めてみんなで情報発信していく中で、が

んばってここで働くわと、そういう方を増やしていくことも必要ではないか

と。大学も、滋賀県に立地している以上は、そういう意味で発信をしていた

だけるとありがたいなと思っております。 

それから今お話のあった高等専門学校について、ちょうど中学校卒業し

て、選択するわけで、現実うちらの学校生徒数多いんですが、今年で 340 名

ほど卒業させてもらうんですけど。結構います、鈴鹿高専とか福井高専とか

奈良高専とか、いくつかの学校から合格をいただいている子が現３年生にお

ります。そういう意味で言うと、選択肢としては決して少ない話じゃないん

じゃないかなと。 
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問題は、５年間学んだ後、きちんと就職して仕事になる、あるいはそこで

学んだことが、まさに地域の会社の活力に結びついていく、そういうような

仕組みにする必要がある。 

私は県教育委員会の産業教育審議会の委員をしておりまして、各県立高校

いくつか回らせてもらったんですが、60 年前ぐらい前に買ったような備品

が、まだ使われています。中には買いなおせない、ものすごく値段が高く

て、予算がつかない。それから、もうそこの会社がなくなっちゃって修理も

できない。いろんな工夫をしていただいていると思いますが、それが高校学

校のいわゆる専門教育が、本当に実のあるものになっているのかと。かとい

って、何でもかんでも予算をつければいいっていうものではないと思うの

で。 

そういった意味も含めて、特に専門高校は就職していただく方が多いわけ

ですので、県からのお金も必要ですし、もしかしたらファンドみたいなもの

を作って、民間の企業さんから、これはまだ使えるから寄附するぞと、そう

いう仕組みがあったりとかする中で、まさに中堅企業がたくさん滋賀県にあ

って、中には市場の８割９割のシェアを持っていらっしゃる会社もあると聞

いているので、そういう団体できちっと下支えするような仕組みがないと、

働く場所の確保という話になりにくい。だから、もっと細かな分析がないと

具体の施策が見えてこないのではないかなと思います。 

あともう１件、滋賀県には専門高校がいくつかあるのですが、水産をやっ

ている科がないのですよ。琵琶湖っていう、固有種がいて貴重な魚がたくさ

んいる、ビワマスとか滋賀県にしかいない魚なのですよね。それらを環境保

全の観点から見てきちっと増やしていく。あるは全層循環がどうって話があ

りますけれど、そういったことを学ぼうとする、いわゆる水産系の学科が高

校にはないです。わざわざ福井とか京都の方から、京都に京都海洋高校があ

るのですが、それらの高校の先生が生徒募集に来られる。八幡の子とかが何

人か行っているという話も聞いています。なんで滋賀県には琵琶湖があるの

に（水産系の学科が）ないのかなあと。滋賀県の漁師さんは外海の焼津とか

銚子とかの漁師さんと同じ扱いだそうです。そういう意味でいうと、決して

遜色ないお仕事をされているはずですが、それを学ぶ場所がない。そういう

こともどうなのかなと。 

地元の地域の産業を作っていくという意味で、衣食住の食っていうのは絶

対必要なわけで、やっぱり野菜がとれる魚がとれる肉がとれる米がとれると

いうのは、滋賀県のひとつの強みだと思うので、そういった視点からも、や

っぱり住みよい滋賀ずっと住み続ける滋賀を作るためにも、もっと細かな分

析と提案が必要なのかなと思います。 
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○会長：ありがとうございます。詳細な分析に基づいて施策を、ということで

すね。では、せっかくオンラインでつないでいますので、お一方、いかがで

すか。 

 

○委員：高等専門学校については、産業界としても専門性を持った人材の確保

が急務となっておりますので、そのあたりは先ほど委員もおっしゃったとお

り、まだひと山もふた山もあると思うのですが、積極的に進めていただけれ

ば、産業界としても人材確保の面で今後有力な手段になってくると思います

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

○会長：高等専門学校について非常に要望も大きいようですので、しっかりと

進めていただければと思います。それではちょっと時間がおしておりますの

で、次にまいりたいと思います。 

 

 

・基本政策３「様々な人々が集い、琵琶湖と共生する魅力的な滋賀づくりと次

世代への継承」 

 

○会長：最後の基本政策３について、これも県から説明をいただいたのち、ゲ

ストスピーカーから、コロナ禍における移住についてお話をお聞かせいただ

きたいと思います。それではまず県から説明をお願いします。 

 

〈基本政策３について説明〉 

 

○企画調整課： 引き続きまして、冊子の 30 ページをご覧ください。緑色のペ

ージになります。基本政策３「様々な人々が集い、琵琶湖と共生する魅力的

な滋賀づくりと次世代への継承」でございます。 

基本的方向性ということで３つ挙げております。 

まず（１）訪れる人・関わる人の創出ということで、滋賀ならではの地域

資源を有効活用し、インバウンドの促進はもとより、オンラインでの交流も

含めた関係人口の拡大、さらには滋賀への移住者の増加につながる環境づく

り等に向けて多様な主体とともに取り組むというところでございます。主な

施策としては２つ挙げておりまして、①滋賀ならではの特色を活かした観光

の創造、②多様な人が関わりあう地域の創造と移住の促進でございます。 
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次に 32 ページをご覧ください。（２）暮らしを支える地域づくりです。地

域の特性に合ったコミュニティづくりや、地域を支える人づくりを支援する

というものです。人々が集う公共空間の魅力向上や緑地の保全、公園整備を

進めるとともに、子どもの健やかな育成を支える遊び場・憩いの場を創出す

ることにより、暮らしの質の向上や、子育てのしやすさにつながる健康的な

生活環境の実現を図るとしております。また、市町や交通事業者と連携し

て、まちづくりと一体となった地域交通ネットワークの再構築に取り組むと

しております。 

施策としては３つ挙げておりまして、①地域コミュニティを支える人材の

育成等、②暮らしやすいコンパクトなまちづくり、③地域を支える新たな公

共交通の仕組みづくり、としております。 

33 ページですけれども、先ほどコメントがございましたが、（３）森・

川・里・湖の多面的価値を未来へ引き継ぐ地域づくりです。環境学習や環境

配慮行動といった取組を拡げるとともに、「三方よし」やＳＤＧｓの精神が

息づく滋賀の持続可能な地域づくりに向けて、県内外企業をはじめとして多

様な主体の参画を促すとしております。また、「やまの健康」と言っており

ますけれども、農山村の価値や魅力に焦点を当て、地域資源を活かしたモノ

やサービスなどによって経済循環や県民全体との関わりをつくることで、農

山村が活性化している姿を実現します、としておりますし、魅力ある農山漁

村づくりを進め、美しい集落景観の保全とともに琵琶湖とその水源となる森

林や水田などの財産、地域の祭り、伝統的な生活文化の継承にもつなげると

しております。 

主な施策としましては、①農山漁村の持つ多面的価値の次世代への継承、

34 ページをご覧いただきまして、②琵琶湖の保全再生と活用、③生物多様性

の確保、森林の多面的機能の発揮、としております。説明は以上です。 

 

○会長：ありがとうございます。続いて、ゲストスピーカーに、コロナ禍にお

ける移住について話題提供をいただきます。よろしくお願いいたします。 

 

〈基本政策３ゲストスピーカー説明〉 

 

○ゲストスピーカー：皆様、先ほどご紹介に預かりました、滋賀ＩＪＵ相談セ

ンターと申します。日頃より滋賀県の関係各所の皆様には大変お世話になっ

ております。ありがとうございます。 

この度はこのような貴重な場でお話のお時間をいただきまして、大変感謝

しております。資料の枚数が多くなってしまいまして、ご説明がちょっと駆
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け足になってしまうこともあるかと思いますが、どうぞご了承くださいま

せ。 

私は東京のふるさと回帰支援センターで、滋賀県の移住希望者の方のご相

談を担当しております。1人でも多くの方々に滋賀を選んでいただけるよう

に、日々努力をしております。本日はコロナ禍における移住の現状と、滋賀

県の移住の取組についてお話しさせていただきたいと思います。 

まず、ご存知の方もいらっしゃるかと思いますが、移住と引っ越しの違い

について簡単にまとめましたので、お話をさせていただきます。移住は仕事

や家族の事情ではなく、暮らし方そのものを変えるための目的をもっての転

居です。引っ越しは住む場所を変えること、住む場所以外は何も変わらない

ということで、大きな違いがございます。このため、移住するには目的をし

っかりと持っていないと移住の成功には繋がらないということで、そのため

の情報提供やサポート、支援をすることは非常に重要になるかと思います。

さまざまな形の移住はこちらに記載しておりますので、ご覧ください。 

また、その他の移住のスタイルです。二地域居住・二拠点居住、また二段

階居住がございます。最近ではこのように、新しい移住の形が注目されてき

ております。 

次ですが、皆様が関心を持っておられると思う、コロナの移住の可能性に

ついてです。コロナ移住が起こるかについてですけれども、国の期待やマス

コミ報道が先行している感もあり、都市部でないと仕事はできないのではな

いかというイメージが広がっている中、果たして本当に地方でも可能なのか

というところは、これから結果が出てくると言われております。ふるさと回

帰支援センターの相談では、今までは長野県や山梨県、静岡県のご相談が非

常に多かったのですが、ここに来て最近では茨城県、群馬県、埼玉県など、

東京の郊外、ちょっと離れた都市部への移住相談が増えてまいりました。い

きなり東京から地方へはちょっとどうかな、と思われている方が多いのでは

ないかと考えられます。また、受け入れ先の問題や、オンライン相談による

課題も出てきております。 

次にふるさと回帰支援センターの相談件数です。右下を見ていただくと、

2020 年度の相談件数が出ております。ちょっと見にくいかもしれませんが、

問い合わせ件数では、やはりコロナの影響があって昨年度よりは落ち込んで

おります。 

次に地方移住希望者のニーズでございます。希望する就労形態はやはり企

業への就労が多いです。また、希望する暮らしの物件におきましては、賃貸

の空き家のニーズが大変多くなっております。 
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ここからは、滋賀県の相談状況についてお話しいたします。まず、外から

見た滋賀県の印象です。日々相談をしていて感じることですが、滋賀県はお

そらく全国の中でも、とても暮らしやすくて住みやすいところ、いろいろな

面で恵まれている地域だと思います。歴史的背景の中で、自然と町、人が融

合しているところ。また、日本の真ん中にあり、とてもアクセスがよい。こ

れはベースになっていると思います。自分のライフスタイルに合った地域が

選べるという多面性があります。非常にポテンシャルのある県ではないかと

思っております。また、ほどほど田舎、ほどほど都会、そしてやはり存在感

は琵琶湖だと思っております。 

滋賀県の初回のご相談は、漠然ではなく具体的に滋賀県を候補地として目

的を持ってこられる方が多いです。他府県に比べて移住が決まりやすい傾向

にあります。期待を裏切らないイメージ通り想像以上の県であるということ

がいえると思います。琵琶湖、水が綺麗、テレビを見て印象に残った、歴史

的興味がある、などおっしゃっていただいております。また、よく言われる

のがのんびりしてそうということです。 

また、滋賀県の最近の相談状況です。対面面談は減少しましたが、相談件

数は昨年よりも若干増えております。年齢層は、もともと滋賀県への移住の

方は悠々自適層の方が多いのですが、最近は 30 代のファミリー層や 20 代の

若者世代のご相談も増えてきております。カテゴリー別に見ますと、ほとん

どの相談がＩターン、県外出身者になっております。最近はＵターンも増え

つつあります。 

また、問い合わせですけれども、コロナ禍でオンライン相談も可能なこと

から、全国、海外を含め、遠方からの問い合わせが増えつつあります。特に

大阪、兵庫、京都など近隣県のご相談の方が多いです。移住後の暮らし方の

ご相談としては、ほとんどが就職に関することでございます。 

滋賀県の移住の取り組みといたしまして、滋賀県移住交流促進協議会を９

市４町と３つの団体で運営しております。いろいろな活動に取り組んでおり

ます。詳細を今からご説明させていただきます。まず２県合同セミナー、こ

ちらは左の画像でございますが、岐阜県と滋賀県がこの２月 20 日に移住セミ

ナーを開催いたします。右側は移住相談会の画像でございます。今年度はオ

ンラインですべて開催しておりまして、５回開催いたしました。来月にまた

１つ開催する予定です。 

左の画像は移住者交流会、こちらは昨年２回、湖南市と長浜市で開催いた

しました。移住者の方がおっしゃるには、滋賀に来て本当によかった、すご

くいいところで、満足しています。ただ、滋賀はとてもいいところで便利な
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んですが、車がないと生活できないっていうことと、お土産物を買うところ

が非常に少ないので困る、ということをおっしゃっておりました。 

右の画像ですけれども、こちらは移住体験ツアーです。こちらも昨年度開

催いたしました。 

右上の画像でございます。こちらは移住者インタビュー動画でございま

す。移住者の方に登場していただいて、移住後の滋賀県の暮らしについてお

話しいただいております。こちらは５本作る予定でございまして、今、暮ら

し・子育て編で一本完成しております。左下が滋賀ゼミ、これは関係人口の

施策として、昨年度開催いたしました。 

またこちらはしがＩＪＵ応援カードでございます。滋賀県の協賛事業者の

方にも協力していただきまして、こういった登録カードを発行しておりま

す。例えば引っ越し割引、レンタカー割引、不動産仲介手数料の割引、ホテ

ルの割引など数々の特典がございます。欲を言うなら、もう少し協賛してい

ただける事業者の方がいるとありがたいです。 

今一番思うことですけれども、仕事と暮らしがワンセットの移住相談にな

っておりますので、移住相談はやはり一度で相談できるというメリットがあ

るので、このワンセット相談が非常に重要かなと思っております。滋賀県の

自治体の中では東近江や高島などがこのようなシステムをとっていただいて

おりますが、もっと多くの自治体が、このようなご相談のできるシステムを

取っていただけるとありがたいと思っております。 

また、滋賀県には魅力ある仕事がたくさんあります。ただ製造業と言った

ら、実際どんなものを作っているのか、どんな仕事があるのかっていうのが

すごくイメージしにくいと思います。他府県にも製造業がたくさんあるの

で、滋賀県の製造業を説明するときに、こういうものを作っていますなど、

わかりやすくイメージしやすい形で発信していけたらいいかなと思っており

ます。例えばその会社で働く人たちの姿を見てもらうなど。滋賀県の企業に

興味を持っていただく方を 1人でも増やすために、企業の方々にもご協力い

ただければありがたいです。 

こちらが福井県の事例でございますが、企業見学バスツアーは保護者の方

向けに開催していらっしゃいます。サービスに対する満足度が 98％になって

おります。こういったことも１つの施策ではないかなと思っております。 

それから継業についてですね、相談者の方には、お店がなくなりそうなと

ころで商店や企業様なんかで募集しているところありませんか、という問い

合わせもありますので、こういったところをもっとスムーズにご紹介できた

らなと思っております。 
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最後に、こちらの移住支援策でございますが、移住支援策がたくさんある

から移住したいっていう人はちょっと危険だと思っております。滋賀に本当

に来ていただきたい、選んでいただきたいのですが、移住支援策だけを目当

てに来ていただくのは、ちょっとどうかな、と思っているんですけれども、

もう少し移住支援策というのを充実していただいてもいいのかなという、そ

ういった思いで、日々相談を受けております。 

駆け足になってしまいましたが、皆様ご清聴どうもありがとうございまし

た。 

 

○会長：ありがとうございました。それでは、県の説明やゲストスピーカーの

お話を踏まえて、ご質問等をお願いしたいと思いますけれども、いかがでし

ょうか。 

 

○委員：せっかく出席しましたので、手短に３つポイントを。おおつ男性会議

では、男女共同参画を男性側ももっと理解していこうという趣旨で作ってい

るので、今回の報道とかの中でもなかなか認識というのは変わらないのかな

っていうのが、思うところでございますが、人口が維持されることの恩恵は

社会全体で甘受されるということの認識が、もっと深く共有されるというこ

とが大事で、我々もイクメンとか育児とかの活動を今まで一部でやってき

て、また、企業さんの子育て支援とか子育てに対するうんぬんをやってきま

したけど、今後は見える化も含めて、重層的にそういった物事に関しての取

り組みがわかるような地域の空気感の醸成が必要だろうというふうに思いま

す。 

人口が減っていくことはしょうがないですけれども、皆で考えながらやっ

ていこうよというような空気感がやっぱり大切だと思っています。 

もう一つ、私は更生保護もちょっとやっているんですけれども、一般の

方々も、支援という言葉にちょっと敏感に反応される部分があるんじゃない

かな。支援を受けることは、普通なんだよと。別に大丈夫なんだよと。 

自立してこそ当たり前だというような社会的な空気感がちょっとあるんじ

ゃないかな。人生のいたるところで少しサポートしてもらうと、随分と状況

が変わるということはよくありますので、そういうことも人生の中で、地域

の支援、行政の支援、いろんな形の支援がありながら、支援とつき合いなが

ら暮らしていくんだよ、というような形の考え方があってもいいんじゃない

かなというふうに思っています。 

もう一つは、小さな会社をしているものですから、その部分で言わせてい

ただくと、求める人材というのは当然技術とか能力とかも大切なんですけ
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ど、コミュニケーション能力とかプレゼンテーション能力とか、あとはもっ

と言えば働くことの気概であるとか、そういうようなことを持った人をやっ

ぱり企業が求めてしまいます。 

ですから先ほどの高専の話も、非常に興味があり期待するところでござい

ますけれども、いわゆる能力的な部分も含めて、働くことや社会に出ること

に対する気概とか、コミュニケーションとか、そういったものをしっかりと

併せ持って育てていただきたいなというふうに思います。また、卒業生とい

う意味では、一部上場企業名が卒業生名簿に並ぶということは、高専とか大

学サイドにとって良いことなのでしょうけれども、地域の中小企業など、地

域で働くというところにスポットを当てた卒業生、ということも一つポイン

トにしていただけるとありがたいなとに思います。 

早口で申し訳ございませんが、以上です。 

 

○会長：ありがとうございます。今のご意見は、基本政策３全体を通してとい

うことでよろしいですか。人口が減ることが社会にとってどういう意味を持

つのか、維持することについて、啓発と支援について、働くことについて、

そのあたりの話をいただきました。ありがとうございました。 

これに関して副会長に、都市交通がご専門ということでご発言をいただき

たいのですが、いかがでしょうか。 

 

○副会長：全体を通してのことでございますが、私は滋賀県だけでなくいろん

な地方自治体の基本計画や戦略等のお手伝いをしておりますけれども、この

総合戦略というものは、一応５年ということで、やはりコロナ禍というもの

をいずれ克服すると。その先を見渡した議論と、現に今いろんな都市問題あ

りますから、それに関する緊急対策をどうやって戦略の中に書き込んでいく

かが非常に重要と思います。 

会長の方から交通というキーワードが出ましたので、そもそも交通という

のは、我々にとってどういうメリット、あるいはデメリットを持っている

か。現在においては人が動かない方が社会は安全となっている訳です。産業

活動経済活動をしようと思うと何らかの人の動きが伴いますので、そのあた

りをどうするのか。テレワークとか、今日もオンラインで会議やっているわ

けであって、これはいいんだけれども、やはり、対面でいろいろと行う、教

育なんか特にそうですね。私も最近対面での教育をやってないんですが、そ

ういう良いことなのかどうか。 

もちろん、多人数が密集した形での講義を受けさせるんだったら、オンラ

インでやった方がいい。そのあたりについても議論する必要がある。 
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もう一つだけ付け加えるなら、工業高等専門学校を作ってはどうかと、こ

れについては、現時点において工業高専の卒業生の皆さんが社会においてど

のような活躍をされているということを十分に調べていただきたいと思いま

す。 

工業高専の卒業生が非常に優秀なのは事実です。４年制の大学生はいらん

ことを勉強します。自分の専門分野だけでなく。工業高専生は非常に優秀で

すけれども、６年間たくさん勉強すると、周辺の部分を勉強する機会が少な

いというのは事実。非常にピンポイントで優秀だけれども、幅が狭い。この

ところをうまくサポートするような社会の仕組みを。 

それから企業の皆さんにとっても、高専卒業生をきちっと遇してしていた

だきたい。４年制の大学と差をつける、意味のある差をつけるのはいいんで

すけど、いわれない差をつけるのはまずい。産業界の皆さんも、もし県で高

専をつくるとすれば、十分に整理していただいて、そういう体制でないと良

い人材が集まってこないのではないかと思っております。 

 

○会長：ありがとうございます。どうぞ。 

 

○委員：二度目で申し訳ございません。今ご説明いただいた中で、どちらかと

いう質問に近いんにですが、重要業績評価指標とモニタリングの部分の主な

施策との関係が、もう一つ読めない。 

どういうことかというと、例えば私の関係の部分でいくと、暮らしを支え

る地域づくりの重要業績評価指標（ＫＰＩ）が、立地適正化計画と近江鉄道

の利用者数、それからバス交通の事業者数の３つが挙がっています。主な施

策のところが①②③とありますけれども、立地適正化計画の話は何となく分

かるんですけれども、バス交通の利用者数あるいは近江鉄道の利用者数の部

分が、なかなかこれだけをもって下の施策の部分に繋がりづらい。 

それと、モニタリング資料は、36 ページの基本政策３ですが、モニタリン

グですから当然注視して数値を見ていって、施策はどうなんだっていうのを

モニタリングしていくと私は解釈しているんですけど、そのあたりから何と

なくこの施策を進めていく中でどうなのか、分かりづらい。質問ですけれど

も、その辺を答えていただけると。なかなか答えづらい部分があるとは認識

して質問しているんですけど。 

 

○会長：はい。というご質問なんですが、よろしくお願いいたします。 
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○企画調整課：ご質問ありがとうございます。いろんなＫＰＩを設定して、施

策の進捗状況を毎年ＰＤＣＡサイクルでまわしていくわけですので、本来、

主な施策にはかなりのボリュームの事業が、ここには書ききれないものもた

くさんあります。その一つ一つにぴったりフィットするＫＰＩがあれば当然

それを出していきますし、それがない場合は近しいものを選んだという形

で、ＫＰＩは設定しております。 

モニタリング指標につきましては、できるだけ毎年定期的に出ている国の

指標などを活用して注視しながら、ということになります。すべての施策が

完全にフィットして、これとこれが一対一で繋がることがわかればベストと

思うんですけれども、そういったことは難しいこともありまして、近しいデ

ータをモニタリングしながら、毎年施策を実施していくということで考えて

いるところです。 

 

○委員：今のお答えは想定していたんですけれども、ここへくる前に朝から交

通戦略課さんと話をしていて、今日こういう会議があるよという話をした中

で、今申し上げたようなことは、交通戦略課さんにもお話をしていてです

ね。バス交通の利用者数をとって、一応増えているということなんでしょう

けれども、先ほども最初に話をしたように、地域においては二極化、二極化

どころかいろいろ分極化していますので、なかなか実態が見えてこないとい

うところでもありますので。総合戦略はでき上がっていますので、ここで覆

すのはなかなか難しいと思いますが。 

 

○会長：ありがとうございます。どうぞ。 

 

○委員：仕事としては高齢者関係の仕事をしているわけなんですが高齢者等は

関わりなく今回参加させていただいて、皆さんご承知のとおり私がやるべき

話でもないんでしょうけれども。 

基本政策１、２、３という形で今ご説明いただきましたけれども、これを

達成させるためには、結局それぞれ全部が達成されないと、人口減少を防ぐ

とか、あるいは人口増加については結びついてこないんだろうと思っている

次第でありますので、例えばＩターンやＵターンＪターンということをしよ

うとしても、やはり滋賀に産業がないと、あるいは魅力ある職場がないと、

なかなか人は滋賀県に戻ってこられない、あるいは入ったりしてこられない

なっていうふうに思うわけであります。 

私事ではありますが、私の娘は東京におり、夫婦ともども滋賀の人間で

す。滋賀に戻りたいとは言いながらも、滋賀でできる仕事、今やっている音
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楽関係の仕事とかそれをプロデュースする仕事もそうですが、滋賀に帰って

できるのかというと、なかなかそういう仕事がないというようなことで、な

かなかそういう環境が整わないと、本人たちは帰ってきたくても帰れないと

いう状況が、滋賀県の中にはあるということも事実かなと思っていますの

で、そういうところもきめ細かく進めていかないといけないな、と思ってい

るところです。 

それから子どもの問題については、育児休業について先ほど国からも説明

がございましたけれども、なかなか育児休業を取るときの所得の問題が、先

ほどご指摘があったと思いますが、例えば私どもの施設、職場についても、

育児休業は実施しております。私の子供が公立小学校の教員をやっておるん

ですが、そちらでは育児休業は２年ですが、実際私の娘は１年しか取れない

というようなことで、まずは取れる幅の問題と、それから事業者が許してく

れるのかという問題もそうです。 

それから、私自身の職場で考えると、育児休業をとっていただいている職

員は多いんですが、多くなればなるほど事業者が負担しないといけない人件

費が非常に大きくなる。といいますのは、24 時間施設ですので、夜勤をまわ

していかないといけない。それから日中ですと時短が入ります。育児休業期

間中においても、その部分を埋めていくだけの事業所の体力がないとできな

い。 

そのへんの財政的な支援とか、別にすぐ求めているというわけではないん

ですけども、事業所としてはそういう問題も抱えながら、育児休業の環境を

整えていこうとする努力をしていくとことも、支援がないと、あるいは自分

のところでそれだけの財政的な余力がないと、達成できない。それを含め

て、滋賀県に移住してくださる方を呼び込めるだけの体力っていうものが、

実は企業にもそういった環境としての部分がないと、結局それぞれバラバラ

でしていても何も達成できないんじゃないかなと思うところです。 

それともう一つは、我々も県の委員会等にいろいろと出させていただくん

ですが、最終的にこの計画をどう各事業所に落としていくとなると、我々事

業者団体から各事業所に落としていくという努力を、一連の流れとしてつな

げていかないと、達成できない、絵にかいた餅になってしまうと思っていま

すので、その辺のつなぎ方を今後どうしていくかは非常に大事だと思う次第

であります。以上です。 

 

○会長：わかりました。施設側、まさに事業者側の立場からご意見をいただき

ました。たしかに「ひと」「しごと」「まち」というのは結局、仕事が人を

呼び込んで、呼び込まれた人が町を活性化していく、というふうに、この３
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つが上手く連動して、だからこそ総合戦略であって、今おっしゃったよう

に、これはこれ、あれはあれ、という個別の施策でなく、施策を実施する側

が、最終的にこれとこれが繋がることでどういう未来とか社会を構成してい

くのかとか、改めてそれぞれの施策を考えていく視点はこれから大切になる

かと思っています。こうした３つのつながり、総合的に取り組むことは、そ

の先にどういう未来があるのか、その視点も大切にしながら施策を進めてい

ただきたいというふうに思います。ありがとうございました。 

今日はいつもと違って、皆さんに積極的に発言をしていただいたおかげで

だいぶ時間が過ぎてしまいましたので、まだご意見あろうかと思いますが、

このあたりで本日の議事を終了して、進行を事務局へお返ししたいと思いま

す。 

 

３．閉会 

 

○事務局：皆様、本日は熱心にご議論いただきましてありがとうございまし

た。本日いただきました御意見、御提案につきましては、総合戦略の推進に

あたり、必要なご意見として参考にさせていただきます。また、参考資料

「地方創生関係交付金の効果検証および地域再生計画の評価（案）」をお配

りしておりますので、お持ち帰りいただき参考にご覧ください。 

以上をもちまして、本日の推進協議会を終了とさせていただきます。あり

がとうございました。 

 


